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特
集

他
者
と
共
同
性

―
戦
後
日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
表
象

―

特
集

他
者
と
共
同
性―

戦
後
日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
表
象

―
文
責

柳

瀬

善

治

は
じ
め
に

本
特
集
に
ま
と
め
ら
れ
た
四
本
の
論
文
は
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
七
日

に
行
わ
れ
た
日
本
近
代
文
学
会
二
〇
一
七
年
秋
季
大
会
で
の
パ
ネ
ル
発
表
「
他

者
と
共
同
性－

戦
後
日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ－

」（
於

愛
知
淑
徳

大
学
）
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
パ
ネ
ル
は
三
・
一
一
以
後
の
文
化
現

象
を
研
究
し
て
い
る
加
島
正
浩
の
企
画
に
よ
り
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
企
画
に

福
永
武
彦
の
文
学
を
研
究
し
て
い
る
木
下
幸
太
、
津
村
記
久
子
を
は
じ
め
と

す
る
現
代
の
日
本
文
学
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
研
究
し
て
い
る
泉
谷
瞬
が
パ

ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
、
そ
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
三
・
一
一
以
後
の
文
学
理

論
の
問
題
を
研
究
し
て
い
る
柳
瀬
善
治
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
行
わ
れ

た
。本

特
集
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
や
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
」
の
形
成
を
説
く
運
動
と
そ
れ
に
付
随
す
る
文
化
現
象
、
島
薗
進
が
言
う

「
新
霊
性
文
化
」
を
議
論
の
前
提
と
し
て
い
る
（
島
薗
『
精
神
世
界
の
ゆ
く
え
』

二
〇
〇
七
）
。「
新
霊
性
文
化
」
に
は
、
欧
米
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
を
前
提

と
し
た
霊
性
を
も
と
に
し
た
も
の
と
は
違
う
日
本
に
お
け
る
独
自
の
展
開
が
あ

り
、
そ
れ
は
リ
ゼ
ッ
ト
・
ゲ
ー
パ
ル
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
な
一
九
八
〇
年
代
以

降
に
生
じ
る
ネ
オ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
流
れ
に
合
流
し
た
も
の
、
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
思
想
の
導
入
と
軌
を
一
に
し
た
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
文
化
、
と
り

わ
け
オ
カ
ル
ト
や
精
神
世
界
の
興
隆
と
し
て
表
面
化
し
た
（
リ
ゼ
ッ
ト
・
ゲ
ー
パ

ル
ト
『
現
代
日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』
二
〇
一
三
）
。
こ
れ
ら
は
日
本
礼
賛

論
や
オ
ウ
ム
真
理
教
を
優
待
す
る
潮
流
を
形
成
し
、
現
在
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

・
ビ
ジ
ネ
ス
ま
で
連
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
こ
う
し
た

負
の
側
面
だ
け
で
は
な
い
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
議

論
さ
れ
て
い
る
。
堀
江
宗
正
が
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
」
を
通
し
て
何
ら
か
の
「
他
者
性
」
に
触
れ
る
こ
と
で
潜
在
的
な
自
己
を
解
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放
し
、
理
想
的
な
自
己
の
実
現
を
目
指
す
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
運
動
は
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ケ
ア
な
ど
に
展
開
し
、
水
脈
を
保
っ
て
い
る
（
堀
江
宗
正
『
歴

史
の
な
か

の
宗
教
心
理
学
』
二
〇
〇
九
）。

い
わ
ば
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
は
、〈
超
越
性
と
主
体
と
の
関
係
を
問
い

直
す
回
路
な
い
し
は
装
置
〉
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
装

置
」
へ
の
歴
史
的
・
理
論
的
検
証
を
通
し
て
、
他
者
と
の
新
た
な
関
係
性
を

踏
ま
え
た
共
同
性
を
問
い
直
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
本
特
集
で
は
文
学
や
映
像
を
中
心
と

す
る
表
象
文
化
に
焦
点
を
定
め
て
議
論
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
戦
後
の
「
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
の
社
会
的
文
脈
の
系
譜
を
考
察
し
た
う
え
で
、
各
時
代

の
表
象
文
化
や
そ
の
展
開
の
条
件
と
な
る
社
会
的
な
基
盤
を
問
い
直
し
、
三

・
一
一
以
後
の
文
化
状
況
に
於
け
る
他
者
と
の
新
た
な
関
係
性
の
模
索
を
な

す
も
の
で
あ
る
。

加
島
正
浩
論
文
は
、
荒
俣
宏
『
帝
都
物
語
』（
一
九
八
五－

一
九
八
九
）
を

取
り
上
げ
「
東
京
」
と
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
の
二
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
東
京
」

と
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
が
八
〇
年
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
東
京
を
駆
動
さ
せ
る
現
行
の
シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
る
あ
り
方
を
「
ユ
ー
ト

ピ
ア
」
と
い
う
形
で
模
索
し
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
『
帝
都
物
語
』
を
評
価
す
る
。

そ
の
う
え
で
、
東
日
本
大
震
災
直
後
の
放
射
能
へ
の
恐
怖
で
混
乱
す
る
東
京
や

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
な
ど
が
蔓
延
す
る
排
他
的
な
雰
囲
気
を
、『
帝
都
物
語
』
を

踏
ま
え
劇
画
化
し
た
京
極
夏
彦
『
虚
実
妖
怪
百
物
語
』
を
分
析
し
、
『
帝
都

物
語
』
が
示
し
た
オ
カ
ル
ト
を
駆
使
し
な
が
ら
別
の
東
京
の
あ
り
方
を
示
す

方
法
が
東
日
本
大
震
災
以
後
ど
の
よ
う
に
参
照
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て

い
る
。

木
下
幸
太
論
文
は
『
モ
ス
ラ
』（
本
多
猪
四
郎
監
督
、
一
九
六
一
）
を
取
り

上
げ
る
。
七
〇
年
代
に
は
「
異
界
」
や
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
」、
「
癒
し
」
と

し
て
活
用
さ
れ
る
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
が
、「
救
済
」
や
「
神
」
と
い
う

要
素
と
近
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
六
〇
年
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
活
用
・

表
象
さ
れ
る
の
か
、『
モ
ス
ラ
』
を
一
例
と
し
て
解
釈
す
る
。
木
下
論
文
で
は

主
に
二
つ
の
考
察
が
行
わ
れ
る
。
①
ま
ず
、
映
画
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
怪

獣
モ
ス
ラ
が
ど
の
よ
う
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
併
せ
て
表
象
さ
れ
る
の
か
。

②
モ
ス
ラ
を
中
心
軸
と
し
て
描
か
れ
る
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
島
と
い
う
〈
南
島
〉
表

象
。
こ
の
二
つ
の
表
象
を
分
析
し
、『
モ
ス
ラ
』
の
一
九
六
一
年
公
開
当
時
の

批
評
性
を
問
う
。

泉
谷
瞬
論
文
は
、
津
村
記
久
子
『
サ
イ
ガ
サ
マ
の
ウ
ィ
ッ
カ
ー
マ
ン
』（
二
〇

一
二
）
を
取
り
上
げ
る
。
本
作
は
大
阪
府
南
部
の
架
空
の
町
で
住
民
た
ち
か

ら
信
仰
を
受
け
る
「
サ
イ
ガ
サ
マ
」
の
祭
り
を
め
ぐ
る
物
語
で
あ
る
が
、
リ
ア

リ
ズ
ム
に
基
づ
く
日
常
が
描
か
れ
る
中
で
、
そ
う
し
た
世
界
観
で
は
捉
え
き
れ

な
い
奇
妙
な
現
象
が
い
く
つ
か
提
示
さ
れ
る
点
に
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
泉
谷

論
文
は
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
隆
盛
を
見
せ
る
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」

概
念
と
本
作
品
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、「
家
族
」
に
代
表
さ
れ
る
既
存
の
親
密

性
と
は
異
な
る
関
係
性
を
見
出
す
試
み
と
し
て
本
作
品
を
解
読
す
る
と
と
も

に
、
本
作
品
に
は
東
日
本
大
震
災
〝
以
後
〟
の
刻
印
が
僅
か
に
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
う
し
た
同
時
代
状
況
に
お
い
て
本
作
品
が
示
す
可
能

性
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。

柳
瀬
善
治
論
文
は
、
三
者
の
論
考
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
怨

霊
の
鎮
魂
と
シ
ス
テ
ム
の
改
編
」（
加
島
）「
暴
力
批
判
論
」（
木
下
）「
弱
さ
と

関
係
性
」（
泉
谷
）
と
み
な
し
た
う
え
で
、
田
中
純
の
原
爆
写
真
論
（
ア
ド
ル
ノ

の
「
パ
ラ
タ
ク
シ
ス
」）、
市
野
川
容
孝
の
「
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
『
暴
力
批
判
論
』
研
究
」

（「
脱
措
定
」
＝
「
解
放
」
と
し
て
のE

ntsetzung

）、
四
方
田
犬
彦
の
テ
ロ
リ
ズ
ム

エ
ン
ト
ゼ
ッ
ツ
ン
グ
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映
画
論
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
の
「
哀
悼
的
想
起
」）
、
田
崎
英
明
の
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
解
釈
（『
無
能
な
も
の
た
ち
の
共
同
体
』）
を
理
論
的
補
助
線
と
し
て
考

察
し
、
三
者
の
論
文
が
提
出
す
る
視
座
を
「
三
・
一
一
以
後
の
ポ
ス
ト
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
的
星
座
＝
記
号
配
置
」
と
し
て
提
出
す
る
。

こ
う
し
た
視
座
か
ら
原
爆
・
原
発
表
象
を
検
討
す
る
試
み
は
す
で
に
柿
木

伸
之
『
パ
ッ
ト
剥
ギ
ト
ッ
テ
シ
マ
ッ
タ
後
の
世
界
へ

ヒ
ロ
シ
マ
を
想
起
す
る
思

考
』（
二
〇
一
五
）
に
優
れ
た
達
成
が
あ
る
が
、
本
特
集
は
、
こ
の
柿
木
＝
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
の
視
座
が
、
戦
後
日
本
の
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
表
象
の
変
遷
の

考
察
だ
け
で
な
く
、
三
・
一
一
以
後
の
新
た
な
鎮
魂
空
間
や
社
会
的
関
係
の

再
構
築
に
す
ら
射
程
を
伸
ば
す
理
論
的
可
能
性
を
持
つ
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
と
い
え
る
。

本
特
集
が
扱
う
時
代
（
一
九
六
〇－

二
〇
一
〇
年
代
）
は
、
数
度
に
わ
た
る

原
爆
文
学
論
争
と
の
並
行
性
や
戦
後
の
批
評
理
論
史
の
動
向
、
新
宗
教
・
新

霊
性
文
化
の
勃
興
と
そ
の
政
治
化
の
過
程
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
と
文
学
の
接
点
（
荒
俣
の
仕
事
が
そ
の
典
型
と
な
る
）
な
ど
現
在
へ
も
つ
な
が

る
様
々
な
問
題
を
内
包
し
て
お
り
、
そ
の
問
い
直
し
自
体
が
原
爆
・
原
発
表

象
へ
の
新
た
な
る
研
究
の
ヒ
ン
ト
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
特
集
が
、
さ
ら
な
る
研
究
の
展
開
へ
の
ア
シ
ス
ト
と
な
る
こ
と
を
強
く

願
う
。


